
（別紙３）

～ 令和6年　11月　10日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

～ 令和6年　11月　10日

（対象者数） 11 （回答者数） 11

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

子供の状況に合わせて内容を工夫していく

2

保護者と話しやすい関係を作るように努めていく

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

言語聴覚士を探す

2

3

○事業所名 児童発達支援　ステップヒカリマチ・ホップ教室

○保護者評価実施期間 令和6年　10月　20日

○保護者評価有効回答数

令和6年　10月20日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和6年　11月　15日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

避難訓練等を行っているにも関わらず保護者に伝わっていない 避難訓練を行ってから、ホームページ載せるようにしているが

ホームページを見ていない保護者が多い

事前に告知して行い、ホームページに掲載されたことを伝え

るようにする

活動プログラムの種類が豊富である 1つのプログラムの内容をマンネリ化しないように工夫してい

る

送迎が無い 送迎時に直接保護者とその日の様子を話すようにしている

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

言語聴覚士等が在籍してない 保護者は○○士がついている指導員がいる事業所を求めている

体験希望の保護者の中に送迎のある事業者を探されている方が

居る

送迎が無い

事業所における自己評価総括表公表


